
活動日 活動時間 9:00 ～ 11:00

 【イベント名】 交流会

 　【活動場所】

イベント開催時のスタッフの各自の準備品、参加者への感染予防対策確認など

スタッフの確保、集客方法については、会の魅力発信が大事だが、その内容・方法が難しい。

クラフトは集客多く取り入れていきたいが、密集、密接の傾向にあり、対策を要する。

クラフトや説明時の密集をを避ける方法として、クラフトのマニュアルを準備し滞在時間を少なくする

総会時に審議決定したい。

会員名簿、備品リストについてはホームページのmembaer'roomに掲載する

2021年のの総会は2020年に中止となった中小企業大学校を候補として、

時期が来たら打診、又総会後に交流会として

報告者　：　武馬　和雄

森林インストラクター会”愛”　活動記録

2020年12月5日

武馬

 【活 動 者 名】

石原（祐）

ウイルあいち2F　交流プラザ

石原(哲）

作業スペースの拡大確保、受付時の参加者把握など、今後要対策となる。

添付議題に沿い担当より発表、コロナ禍の中での開催で、課題もいくつか見えてきました。

10名

小澤大澤

尾関

神谷

企画終了時のアンケートは次回への参考の為忘れずにとりたい。

定光寺の森の研修散策を予定したい

会の名称に追いても提案あり（名称に愛知を入れて地域の明確化を図りたい。現状は愛知の会と判断できない）

2021年度からの会の進め方、組織編成についての提案等について会長より説明（次シート通り）

会場としてウイルあいちの交流プラザを始めて使用、今後も借用していきたい

森脇

長口

安部

参加者

 【実 施 内 容】



はじめに

　当会は、愛知県の森林インストラクターの懇親および森林・林業の発展を目的に発足し、「森の案内人」として２５年

経過しました。その間、森林・林業および環境教育を取り巻く大きな環境変化に対応し、今年はさらにコロナ禍の新たな

活動様式に対応しています。

これからは、国内・愛知県内において大きな自然災害対応、SDG’ｓ・生物多様性等環境目標活動により、一層の森の

役割・保全・保護の大切さが求められ、森林インストラクターへの活動範囲の広がりと重要性が増すと考えられます。

　ここ数年の当会の環境教育活動を整理し、問題点・課題を検討する。　

① 当会組織主催の講座事業は助成事業を含め、「子どもも大人も樹木博士」「なぞとき樹木探偵」の教育事業、

東山動植物園協力事業となり、そしてさらに豊川小学校野外学習事業等と多岐にわたる各事業が定着している。

その参加者の喜びの声も多く、各事業の成果が表れている。

⟪問題点⟪ ・多種にわたる事業内容になり、その設営・ツール・講座写真や教育内容作成準備作業が増加している。

・各講座企画・資料内容・写真等が各担当者保管でバラバラの管理になり易く、各講座への相互利用が

しにくくなりつつある。

⟪課題⟪ ・事務局における各事業の企画準備～終了までの業務量および日程の集中を改善する必要がある。

・講座内容・樹木写真・関連情報等の担当者相互に利用しやすくするための方策検討が必要である。

② 活発化している国内・県内でのSDG’S・生物多様性・環境フォーラムなどの環境行政事業への参加、森林

インストラクター関係全国会からの業界情報への対応等へ重要性に応じて活用展開が増加している。

それらの対応により、森林インストラクターや当会の認知向上、高評価に繋がり、効果が出始めている。

⟪課題⟪ ・これからも継続した森林インストラクターや当会の認知・信頼性の向上を図るための環境行政への

参加・施策対応について、現状事務局の体制にてどのように推進するか。

③ 広報・宣伝の充実、会員双方連絡の活発化、内外情報の一部オンライン化などにより幅広く活動紹介・問合せ

情報、さらには活動方針の情報開示・知識情報提供など効率的な展開ができ始めている。

⟪課題⟪ ・一般HPアクセス量や会員相互連絡への参加数増加させるための方策を検討する必要がある。

・そのための全会員への当会の近況情報・業界情報およびshinrin-aiメンバーへより良い講座情報の

展開方法について検討が必要である。
 

④ 会員の高齢化と減少傾向の見える中で、会員に向けた研修会や講座下見実施等から会員相互の学習を通じて

徐々に各個人のスキルアップが図られている。

⟪問題点⟪ ・当会の講座により活動参加会員の不足が出始めている。

活動参加会員への負荷が大きくなる場合がある。

⟪課題⟪ ・会員増加に向けた新規会員へのリクルート方策が少なく、魅力的な当会の紹介が不足している。

・活動参加会員の増強に向け、会員が参加しやすく、個人能力の発揮しやすい活動、さらにスキルアップ

になる工夫が重要である。

・そのための会員向け懇親やスキルアップに繋がる研修の充実・強化、また会員の要望・意見の集約

ができる仕組みづくりが大切である。

●森林インストラクター会‟愛”の業務と体制の見直しについて（案）

《来年度》現状課題対応を考え、役員及び役員業務の見直しと各講座の担当者と業務内容をハッキリさせる。

《これからの方向》当会の取り巻く環境変化に対応する持続性の高い、より魅力ある会に向けて展開する。
～大きな活動組織よりも、質の高い活動組織に～

① 森の大切さを訴求する魅力ある森林環境教育（講座づくり）の実施

② 会員相互の懇親を図り、森林インストラクターのスキルアップが図れる仕組みづくりを実施

③ 変化に柔軟に対応できる継続性のある会の体制（事務局）を実施

事務局業務集中から業務の平準化と効率的活動のできる各業務担当を決めた継続性のある全員協力体制

これからの魅力ある森林インストラクター会‟愛”にむけて 2020.12.5

●森林インストラクター会“愛”のこれまでの活動成果と現状課題について

…あいち・なごや生物多様性認可、あいち・なごやベストプラクティス表彰、全国森林レクリエーション協会からの寄稿依頼など。


